
自治事務 法定受託事務

■職員■一部委託 □全部委託 □指定管理 □市民ボランティア □NPO等 □その他( )
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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

排水機場施設の維持管理

排水機場施設の運転

排水機場施設の整備

決算額

国支出金

執行体制

河川費

一般会計

項 目

作成日

細事業名

県管理（清水川）排水機場操作管理事業

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

・維持管理 ・維持管理

41,050,000

37,844,894

26,451,000 38,971,000

23,088,087

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

50,536,155 40,349,104

18,336,068 14,658,602

2.33

事務事業評価表
１．基本事項

1.83 1.73

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

市管理排水機場操作管理事業

施設管理運営費 県管理（清水川）排水機場操作管理事業

浸水・湛水状況の改善

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

施設の運転操作や場内除草等の業務を行う。
設備類の点検・整備・維持管理を行う。

成果
※何を求めるか

内水（宅地側）の排水を適切かつ円滑に行う。

一般会計

中項目 1 都市整備の行き届いたまちづくり

0

事務事業

4

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

33,839,000

0 0

35,430,810

施設管理運営費

区分

大項目

小項目

5

　大雨・台風時の内水を河川へ排除し、内水氾濫を防ぎ湛水状況の改善及び農地の保全を図るため、維持管理及び操
作を適切に行う。なお、七間堀・豊里東部・明戸北部排水機場は県営かんがい排水事業、柳原排水機場は備前渠川の
築堤工事に伴う機能補償としてそれぞれ整備された。この他、県が管理する清水川排水機場の操作を埼玉県から深谷
市が受託している。

県支出金 9,112,000 2,990,000 8,856,400 11,146,000

土木費

施設管理運営費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

河川費

土木費 河川費

排水機場

0

55,888,407

14,838,407

1.74

22,700,502

0

25,690,502

令和5年度 令和6年度

52,069,371

14,224,477

令和07年06月16日(月)

令和9年度

深谷市排水施設管理規則

■ □

28,988,494 29,904,000

道路河川課 担当係 河川係 管理番号 49321排水機場操作管理事業

快適で利便性の高いまち

治水対策の推進

令和7年度

土木費

32,200,087

・維持管理
・適正化事業に伴う補修
工事

担当課

令和4年度

1,414,084

1,000,000

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

A活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

目標値

実績値

区分

維持管理する排水機場数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

排水機場設備機械の点検回数

排水機場設備類点検におい
て、修繕を要する指摘箇所に
対する対応

目標値

実績値

大雨・台風時における排水機
場のトラブル件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

0.000.00

100.00 100.00

0.00 0.00

％

活動指標２

成果指標１

単
位

箇所

成果指標２

実績値の算出式

実績値

22.00 22.00 22.00

目標値

0.00

令和
9年度

設備機械の点検については計画通り実施し、５箇所全ての排水機場の適正
な維持管理に努めることができた。

各排水機場において、トラブルを発生させないことが適正なため、目標値は０を設定　/　当該年度の実績トラブル発生実績

実績値の算出式

22.00 22.00 22.00

0.00

100.00

件

　

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 河川係長　久保田　真悟

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

各排水機場へ監視カメラの設置を令和２年度に実施したことにより、現地
へ行くことなく、専用アプリによりどこからでも状況を手軽に確認するこ
とができるようになり、水害時に確認のため現地に向かう時間が削減され
た。また、各自が自主的に排水機場の状況を確認するといった意識向上に
もつながった。その他、通報装置が各排水機場へ設置されていることによ
り、機械の異常についても自動送信される体制が整えられている。

A

A

修繕を要する箇所についての対応を令和６年度に４件行い、稼働時に支障
とならないように適正な維持管理を行うことができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 河川係長　久保田　真悟

5.00 5.00 5.00 5.00

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

5.00

0.00 0.00

修繕を要する指摘箇所については、全てに対応することが適正なため、目標値は１００　/　対応箇所／指摘箇所

100.00

100.00 100.00

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

維持管理を行っている現在の排水機場実数　/　現在管理を行う排水機場数

　

令和
7年度

令和
8年度

5.00

5.00

0.00

100.00

回

5.00

排水機場設備機械の点検回数（月点検＋年点検）合計値　/　排水機場設備機械の点検数を計る

100.00 100.00

5.00


